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 私たちＪＲ東海労大交両分会は、下記の内容を手書きで掲示板に貼りだしました。 
 
 ３月１１日に発生した「東日本大地震」でお亡くなられた方、被災された方々に心よりお悔

やみとお見舞いを申し上げると共に、一日も早い復旧をお祈り申し上げます。 
 多くの市民をはじめＪＲ東海労組合員のご家族、ご親戚、知人やＪＲ総連の仲間やご家族、

ご親戚、知人など多くの方々の安否が不明のままです。また、多くの家屋などが被害に見舞わ

れています。さらに、被災者の方々はライフラインが寸断され寒い中、避難所生活を余儀なく

されています。 
 今後、安否や被害状況が明らかになるにつれ、多くの支援や協力が必要となります。 

私たちＪＲ東海労大交両分会は、ＪＲ総連やＪＲ東海労本部、地本と連携しながら最大の支

援、協力を行います。 
 皆様には、ご協力をお願いすると思いますが、よろしくお願いします。 
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 私たちは、掲示物を大きく早急に貼りだしたいとの気持ちもあり、既に貼ってある掲示物

の上からこの掲示物を貼ったのです。 
 しかし会社は、これを二重貼りとして「見た目が悪い」とクレームを言ってきたのです。

内容には見向きもせず、この形式のみを問題にしてきたのです。 
 皆さん、どう思われますか？ 会社の対応に「人間の暖かさ」が感じられますか？ 
そもそも組合の掲示物に会社が指示をすることじたい不当労働行為です。 
 
そういえば、大交両ではこの震災についてのお悔やみやお見舞いの掲示もないし、臨時総

点呼時の所長の話の中でも、交番検査が出来ない時の心配はしていましたが、社員の家族や

親戚、知人の安否について一言も触れることはありませんでした。 
 皆さん、私達はこんなことにめげず、被災された方々の力になるため、協力をしていきた

いと思います。 


